
驚異の再生医療

Date：2023 / 1 / 24

当院の活動報告

第一部 

【講師】 
青山レナセルクリニックグループ代表 

  野田由紀子



【講師紹介】

・早稲田大学政治経済学部卒。 
・三井信託銀行に入行、法人向融資やM&A業務に従事。 
　ニューヨーク研修を経て、チェースマンハッタン銀行東京支店部長代理に就任、 
　クロスボーダーM&A案件を担当する。 
・28才で独立し、国内上場企業数十社に対するコンサルティング業務の傍ら、 
　欧米のベンチャー事業や特許技術導入を中心とする技術商社を経営する。 
・2018年、最愛の父親の死去を契機に再生医療分野に進出。 
　2019年6月、医科歯科併設の赤坂レナセルクリニックを開設し、幹細胞治療を開始する。 
・2020年6月、青山レナセルクリニックを開設し、本格的に幹細胞治療及び培養上清治療に注力。 
　独自のプロトコルに基づく乳歯歯髄由来幹細胞培養上清の作製及び低価格での提供を通じ、 
　わずか数か月間で、国内首位の培養上清取扱高を実現、再生医療総合クリニックに育て上げる。 
・自身も自己免疫疾患に起因する難病「閉塞性網膜血管炎」と闘病中。

青山レナセルクリニックグループ代表 
野田由紀子
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１．国内ダントツ首位の培養上清取扱高（平均2,000㎖／月間）を維持 
２．幹細胞治療実績の急増 
　　2022年度：45症例147件 
　 
３．新規に2件の第二種再生医療計画番号（共に局所投与）を取得 
　　⇒ 同一料金にて、点滴治療を併用可能な「Value Plan」の開始 
４．新たな培養施設（CPC）との契約締結

最近の青山レナセルクリニックの活動

2022年度の主な実績

2023年度の目標
１．糖尿病再生治療の臨床実績の蓄積 
１．更なる培養上清の品質向上（有効なエクソームの選別・抽出技術の確立等） 
２．幹細胞培養技術及び細胞の「質」に関する検証継続 
３．クリニックの拡張（移転）又は分院開設 
４．院内CPC開設
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再生医療総合クリニック

肌の再生治療

真皮線維芽細胞再生治療

幹細胞再生治療
２型糖尿病 
慢性疼痛 
アトピー性皮膚炎

培養上清治療
日本人の乳歯歯髄のみを厳選 

高品質な幹細胞培養上清液を独自作製

「第二種再生医療等提供計画」取得

国内随一の培養上清取扱高

幹細胞再生治療

変形性関節症 
しわ・たるみなど 
皮膚の加齢性変化

「第二種再生医療等提供計画」取得

点滴

局所 
投与

＋ 
動脈硬化 

（2023年2月取得予定）
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当院オリジナル「Value Plan」
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Y.M様（男性 / 現在92才） 
神奈川県在住　病院経営

【疾患】 
  慢性腎臓病（糖尿病性腎症） 
  慢性上咽頭炎 
   ※以前、心不全の発作あり

【治療内容】 
  幹細胞培養上清治療 
　・点鼻：毎日1ml 
　・点滴：合計2回 

  

患者様の治療例 １
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337.5mg/gCr 
（上清液点鼻前）

16.3 
mg/gCr

19.1 
mg/gCr

17.9 
mg/gCr

15.6 
mg/gCr

13.8 
mg/gCr

　2022年8月より当院の培養上清の在宅点鼻治療開始（月間30本ペースで継続中） 
　2022年9月　腎臓の炎症指標である「アルブミン／クレアチニン比率」が劇的に下落 
　　　　　　　 337.5mg（分類「A3」⇒16.3mg（分類「A1」 
　　　　　　　 慢性上咽頭炎が完治 
　2022年11月～2023年1月　良好なアルブミン／Cr比率値を維持 
　　　　　　　　　　　　　　 心不全リスクの指標BNP値も低下

治療 
経過

推定 
作用

培養上清の炎症抑制効果による腎臓の排泄機能の正常化 
⇒腎症改善により心臓への負荷が軽減

患者様の治療例 １- 2

尿中アルブミン／クレアチニン比の改善データ
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198.2 pg/ml 
（上清液点鼻前） 176.9 pg/ml

150.0 pg/ml

【BNP値の改善データ】

患者様の治療例 １- 3
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ご通知（2022/10/24） ご通知（2022/11/8）
「慢性上咽頭炎があって朝洗顔時 膿
性後鼻漏がありましたが、これが完
治しました。」 
「糖尿病に対する効果は確定的で
す。」

「慢性心不全のBNP異常高値が上清液
15ボトル点滴静注によって改善してい
ると考えられる。」

患者様の治療例 １- 4
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T.T様（男性 / 現在70才） 
香川県在住　事業家

【疾患】 
  4年前にパーキンソン病と診断され 
  2カ所の病院に通院するも徐々に悪化 
  ＜症状＞ 
  ふらつき・筋肉痛による歩行困難、 
  対話困難、表情の強張り等

【治療内容】 
　幹細胞治療：2億セル x 5回 
　幹細胞培養上清治療（点滴・点鼻） 
  

患者様の治療例 2
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金刀比羅宮に800段昇ることができた 
自分でも体調の改善を感じてる 
歩行スピードも上がった

歩きやすくなった。 
直進方向が歩きやすいが、 
横や回転することは、まだ難しいが、 
以前よりは改善 
さっと起き上がれるようになった。

　2021年9月より当院における治療開始 
　2022年3月　幹細胞投与　1回目（点滴／2億） 
　2022年5月　幹細胞投与　2回目（点滴／2億） 
　2022年7月　幹細胞投与　3回目（点滴／2億） 
　⇒この頃より、直進歩行や起床が楽になるなど症状改善 
　2022年8月　幹細胞投与　4回目（点滴／2億） 
　⇒ 歩行が顕著に改善し、スピードアップ。直進はほぼ完治 
12月に金刀比羅宮800段の昇降を達成！ 
　202年12月　幹細胞投与　5回目（点滴／2憶）

治療経過

推定作用

幹細胞がドーパミン分泌機能を正常化

患者様の治療例 2 - 2
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細胞の移送・保管方法（凍結 / 非凍結）



細胞生存率の実験（凍結 / 非凍結）
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製造後 
保管時間

生存率 
（非凍結群）

100%

50%

0時間 4時間 6.5時間 24時間 30時間

96.9% 95.2% 91.3%

65.3%
48.5%

生存率が 
急激に減少

45.6%

48時間

25%

75%

細胞生存率の実験結果（凍結 / 非凍結）

凍結

非凍結
24時間後以降、 
生存率が急激に低下

投与時生存率 97.3%
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「Global Gift Gala」は、SDGs 活動を
含めた社会貢献活動を軸としたチャリ
ティイベントで、名だたるハリウッドス
ターやセレブがアンバサダーを務め世界
各地で開催されている。 
アジア初開催となった「Global Gift 
Gala in Tokyo 2022」は、インバウン
ド観光総合研究所による共催で開催さ
れ、観光庁、日本政府観光局も後援。 
イベントの収益は、社会的弱者の状況に
ある子どもや難病に苦しむ方々を支援す
る団体へ寄付された。

 世界最大級のチャリティイベント  
「Global Gift Gala in Tokyo 2022」に協賛。

社会貢献活動
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社会貢献活動

当院の再生医療及び経営理念についてスピーチ 当院の幹細胞再生治療をチャリティオークションに出品
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